
これからの物流倉庫の流れについてこれからの物流倉庫の流れについて

　出版業界の売上が減少し続ける現在、書店数は大幅に減少したにも関

わらず、出版社の数は減少していません。

　取次を中心とした金融（再販）が資金繰りを支え、制作コスト、経費（倉庫

代他）を抑制しての経営で切り抜けてきているのが現状ではないでしょうか。

　ここで、大きな問題が 2 つ浮上してきたと考えられます。新刊配本、返本

を基本としたビジネスモデルにも売上減少による限界が見えてきたこと。　

アマゾンと日販の亀裂により、アマゾンの売上減少（読者離れ）が懸念され、

その影響は、取次にとどまることなく、出版社へと続き、物流倉庫へも影響

することになります。

　良い本を作れば売れる、はもうありません。出版社の原点に返り、読者を

大切にした販売に戻ることですが、人件費、在庫を含む経費の節減はまっ

たなしです。物流倉庫としても、そのリクエストに応えなければ出版社の廃

業、倒産などに巻き込まれることになります。

　そこで、弊社として提案させていただくサービスが 3      種類あります。

＜現行のサービス＞

1. NOA-WebSHOP(出版社の HP で販売し、読者、書店より注文を受け

付け、出荷する。（現在稼働中は、中山書店、廣川書店、水王舎、技

報堂出版、商事法務、さくら舎など。）

　　　　特長は、出版社ごとの要請に柔軟な対応が可能なこと。（採用など）

＜今後、出版社、物流倉庫にとって重要になるサービス＞　

2. ＮＯＡ-ブックサービス　（ＮＯＡ－ＷｏｒｋｓＪ が稼働している出版社の

在庫より引き当てた注文を、全ての書店より自動受付し、短冊データ

に変換する。）　　　注：出版ＶＡＮに加入している場合は、直受注

　　　　　　　　　　 データとして取次送信が可能。

　　　　特長は、24 時間、無料で書店注文を受け付ける。



　　3.　ＮＯＡ-BOOKSERVICE　（ＮＯＡ－ＷｏｒｋｓＪ が稼働している出版社の

在庫より引き当てた読者よりの注文を、出版社ごとにゆうメールで

送付し、カード決済、代引きで、代金回収から出版社への支払いを行

う。）

販売代行：株式会社ブックエスエス

　

　　　　特長は、送料は株式会社ブックエスエス負担（一部読者負担）、

　　　　取次掛け率での清算、参加無料、ポスト投函。

　上記システムの開発は 2年ほど前よりスタートしており、莫大な開発費と

なっておりますが、弊社グループ以外の物流倉庫との差別化、出版社の生

き残りを支援するためには欠かせない（アマゾンの代わり）システムとなり

ます。

　結果的には弊社グループの物流倉庫様の支援にも繋がると思いますの

で、出版社への参加要請を強力にお願いします。

（参考に新文化に掲載された新聞記事を添付します。）

株式会社システムＹＡＭＡＴＯ　　

　　代表　　大和　恒夫　　　　　
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7/1 現在稼動中の版元様

（株） 廣川書店
（株） 中山書店
（株） 青木書店
（株） 塙書房
（株） 御茶の水書房
（株） 明徳出版社
（株） さくら舎　他

下記物流倉庫へ参加の
版元様は無料スタート可。

（株） 矢留美装
（有） 共和製本物流センター
（有） 小宅商事
（有） 朋栄ロジスティック
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・・発注する！

システム
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クラウド出版社販売管理 29,800 円 /月～(NOA-WorksJ）

TEL 03-5227-3727  新宿区神楽坂 2-13 末よしビル４Ｆ



ネット書店形態別比較表（読者直販）

NOA-BOOKSERVICE

自社倉庫所有負担 0 × 有り 1 △ 自社＋取次 1 △ 3 ○ ナシ

取次仕入 1 △ 0 × 全て取次より 3 ○ ナシ 3 ○ ナシ

返品 0 × 有り 0 × 有り 3 ○ ナシ 3 ○ ナシ

送料負担 3 ○ 有り 3 有り 1 △ 一部負担 1 △ 一部負担

品揃え 1 △ 3 ○ 全版元 0 ? 版元のみ 1 △

取引方法 3 ○ 3 ○ 3 ○ 3 ○

販売力 3 ○ 強い 3 ○ 強い 1 △ 弱い 1 △ 弱い

0 × 1 △ 3 ○ 1 △ 68%

着荷日（在庫有り） 3 ○ 3 ○ 3 ○ 3 ○

着荷日（在庫無し） 0 × 0 × 3 ○ 3 ○

対面受取 0 × 不可 0 × 不可 1 △ 3 ○

原価計算

95% 95% 28% 86%

利益 5% 利益 5% 利益 72% 利益 14%

原価評価 0 × 1 △ 3 ○ 1 △

総合得点

総合評価

ネット書店(AZ) ネット書店(AZ以外) 版元直販(NOA-webSHOP)

外注倉庫
利用

一部 
有り

e宅優先 参加版元
のみ

カード・
代引

カード・
代引

カード・
代引

カード・
代引

仕入率
（出版社への支払）

e宅 60% 取次仕入68%
→(75%)

2～3日 2～3日　 2～3日 2～3日

取り寄せ
7～14日

取り寄せ
7～14日

発生 
しない

発生 
しない

一部可
メール便

可能
メール便

e宅（仕入)
ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ
送料負担
運用費

60%
10%
10%

5%

取次仕入
ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ
送料負担
運用費

70% 
10% 
10% 

5%

取次仕入
ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ
送料負担
運用費

0%
10%
10%

8%

直接仕入
ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ
送料負担
運用費

68%
0%

10%
8%

（保証金5%)

14点 18点 25点 26点

e宅の拡大には限界もあり、
物流倉庫との連動にも新し
いアイデアが必要となる。

取次との取引のみには限界があり
、取次が不安定になる時代に不安
が残る。

出版社の原点の世界に戻るこ
ととなり、確実な販売を実現可
能。（採用・定期購読など特別
販売が可能）

デリバリーを持たない新しいＡ
Ｚに変わる可能性がある。 
出版社の数を増やすことが課
題となる。
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